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2. 第 74 次航海報告 (Report on the 74th Cruise) 
2.1 航海の概要及び航海日程（General Account and Cruise Itineraries） 
第 74 次航海の平成 20 年度乗船漁業実習Ⅱは、東京海洋大学海洋科学部 3 年次生 33
名が乗船し、平成 20 年 7 月 11 日から平成 20 年 8 月 10 日までの 1 ヶ月間行われた。 
この実習航海では九州から北海道の日本沿岸周航を行い、船舶運航の概要・航海術の
基礎知識を学ぶことを目的としている。また、漁業実習として東シナ海でのトロール操業
実習と日本海でのイカ釣り実習を実施することとしているが、今年度はトロール操業実習
が台風の影響により中止となり、イカ釣り実習のみを行った。 
イカ釣り実習は、7 月 30 日能登半島沖白山瀬と 7 月 31 日明洋沖で実施し、それぞれ 19
時から翌 3 時までの 7 時間の操業でそれぞれ 235 杯・267 杯の漁獲があった。各日の漁場
データ・漁獲量等のデータは Table 2-1, 2-2, 2-3 に示す。外套長体重組成は、Fig. 2-1 に示す。 
 
 
Table 2-1 漁場データ 
Table 2-2 スルメイカ漁獲量 
Table 2-3 漁獲スルメイカの平均魚体長 (cm) と体重 (g)
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 Fig. 2-1 
水産庁の資料（平成 20 年度第 1 回 2 回日本海スルメイカ長期漁況予報）では今年度は小
型のスルメイカが予測されていたが、7 月 31 日の明洋第 3 海山での操業では平均外套長が
21cm、平均体重 217g の良い型であった。なお、実習では自動イカ釣り機と手釣りと同時
に実施したが、今回は手釣りの漁獲が機械を上回った。函館へ入港の際は、北海道大学水
産学部を見学し、イカの知識を深めた。また潮祭りのイカ音頭に参加した。 
台風の影響により航海計画にも変更が生じてしまったが、大概的な予定航路及び寄港地
への入港などには大きな変更無く実習航海を行うことができた。 
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Table 2-4 航海日程（Cruise Itineraries） 
Port Distance (miles) Arrival Date Departure Date 
  Tokyo   Jul.12,2008 
46.2 
Tateyama Jul.12,2008 Jul.13,2008 
692.7 
Yakushima Jul.16,2008 Jul.17,2008 
209.4 
Uwajima Jul.18,2008 Jul.22,2008 
327.7 
Nagasaki Jul.23,2008 Jul.26,2008 
473.5 
Kanazawa Jul.28,2008 Jul.30,2008 
398.6 
Aug.02,2008 Aug.02,2008 
0.4  Hakodate 
Aug.02,2008 Aug.05,2008 
548.0  
Tateyama Aug.07,2008 Aug.08,2008 
40.2 
Urayasu Aug.08,2008 Aug.10,2008 
7.3 
Tokyo  Aug.10,2008  
Total Distance 2744.0   
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2.3 航跡図 （Track Chart） 
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Fig. 2-2 航跡図（Track Chart） 
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2.4  航海撮要日誌 (Abstract Log) 
Table 2-5 航海撮要日誌 (Abstract Log) 
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